
レクチャー１

分詞についての基礎知識。

分詞とは、元々動詞だったものに、 や をつけて、形容詞の働き 性質

も兼ね備えるようになった、つまり『「動詞」と「形容詞」の性質を"分かち 持

つ 詞 ことば 』という意味です。

がついた分詞を「現在分詞」と呼び、 がついた分詞を「過去分詞」と

呼びます。

※形容詞的機能のほかに、動詞と接続詞の機能を兼ねる分詞構文という用法も

ある 詳しくは後述 。

レクチャー２

分詞の用法 働き 。

⑴分詞の動詞的な用法 働き 。

上の説明の通り、分詞には動詞的な性質 働き があります。この分詞の動詞的な

性質 働き については、中学校のときに学んだはずです。具体的には以下のよう

なものでしたね。

①「 動詞 現在分詞」という形で、進行形 ～している最中だ を作る

彼は公園で 今 野球をしています

②「 動詞 過去分詞」という形で、受動態 ～される をつくる

彼はみんなから愛されている

③「 過去分詞」という形で、完了形をつくる

彼はアメリカに行ってしまった
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⑵分詞の形容詞的な用法 働き 。

このような 動詞的な 用法以外にも分詞についてはしっかりおさえておかなくて

はいけない用法があります。それが分詞の「形容詞 的 用法」です。

形容詞の基本的な働きは「名詞を修飾する」ことと、「補語になる」ことです。

この２つの働きを、分詞もするというわけです。

ではさっそく具体的に、そのような形容詞的に使われる分詞の用法の特徴、注意

すべきポイントを見ていくことにしましょう。

①（直前直後から）名詞を修飾する分詞。

まずは分詞が直前直後から名詞を修飾している例を、以下にいくつか挙げてみま

した。

その寝ている赤ちゃんは私の息子です
↑

↑

ベッドで寝ている赤ちゃんは私の息子です

壊れた窓
↑

その子供に壊された窓
↑

例文のように、基本的に分詞が一語で名詞を修飾する場合には、前から名詞を修

飾するのに対し、後ろに語句を伴って 全体で 名詞を修飾する場合には、後ろか

ら名詞を修飾します。

ただし、分詞が１語でも後ろから名詞を修飾する場合もある。これは以下の

ような決まり文句的な表現で多いと言える。

関連する問題

関係当局

関係 当事者
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当面の間、さしあたり

※｢名詞 ｣で､｢関連する した ｣｢問題となっている｣｡

ちなみに｢ 名詞｣となる場合は｢心配そうな｣､｢ 名詞｣となる場合は｢複雑な､

入り組んだ｣という意味にそれぞれなる｡

心配そうな表情

複雑な問題

②補語になる分詞。

これも例文を見た方が早いでしょう

その話はおもしろそうだ

上の英文では「 Ｃのように見える」の「Ｃ」に という現在分

詞が入っています。

彼女によってその歌が歌われるのを聞いた

上の英文では「 ＯがＣするを耳にする」の「Ｃ」に という過去

分詞が入っています。

⑶文法問題における分詞の選び方の基本。

では、実際に文法問題で分詞が「名詞を修飾する」「補語になる」場合に、現在

分詞・過去分詞どちらを選択すればいいのか、その見極め方を紹介しましょう。

①分詞が名詞を直前直後から修飾する場合。

その 修飾する 名詞に対して、

「～している」 能動

という意味関係で修飾をする場合、現在分詞を用います。

ただし､｢ｰ 名詞｣となる場合の ､つまり現在分詞は､基本的に｢自動詞｣の現在分詞形である｡

逆に、その名詞に対して、

「～ させ られた」 受動 受身

という意味関係で修飾をする場合、過去分詞を用います。
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他動詞の過去分詞形がこのような受け身の意味を持つ｡自動詞の過去分詞が｢～してしまった｣という 完了 の意味を持つこともあるが､

行ってしまった ､ 落ちてしまった ､ 大人になった､成長した など､限られた動詞にのみ｡

では、以下の問題で練習してみましょう。

⒈

［解説］｢本｣と｢書く｣の意味関係は受身 本は人によって書かれるもの ｡したがって が正解｡

このように英語は常に｢人間中心に考える｣ことが大切｡

訳 ｢夏目漱石によって書かれたその本はおもしろい｣

⒉

［解説］｢バｽが出発する｣と能動の意味関係になるので が正解｡

訳 ｢今から 時間後にここを出発するバｽに乗ります｣

⒊

［解説］｢洋服｣と｢着る｣の関係は受身 服は人によって着られるもの ｡したがって が正解｡

｢ 衣服等を 身につける｣

訳 ｢若者が着る服は劇的に変化した｣

⒋

［解説］ は｢溺れる｣という意味｡ としてしまうと｢溺れ 死んで しまった｣という意味に

なってしまう それでは｢わら｣をつかめない ｡そこで とすれば｢溺れかかっている｣となり､

意味が通じる が正解 ｡

訳 ｢溺れる者はわらをもつかむ｣

②分詞が「ＳＶＣ」や「ＳＶＯＣ」の「Ｃ」になる場合。

まず、「ＳＶＣ」の「Ｃ」になっている場合は

①「Ｓ」と「Ｃ」が能動の意味関係 は する になるなら、Ｃには現在分詞を用い

る。
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②「Ｓ」と「Ｃ」が受動 受身 の意味関係 は される になるなら、Ｃには過去分

詞を用いる。

次に「ＳＶＯＣ」の「Ｃ」になっている場合は

①「Ｏ」と「Ｃ」が能動の意味関係 は する になるなら、Ｃには現在分詞を用

いる。

②「Ｏ」と「Ｃ」が受動 受身 の意味関係 は される になるなら、Ｃには過去分

詞を用いる。

意味関係 「受動 受身 」か「能動」か を考える際、大事なポイントは「英語は

常に人間中心にその意味関係を考える」、という点です。

では、以下の問題で練習してみましょう。

⒈

［解説］ である｢犬｣と の｢横たわる｣の意味関係は能動 犬が横たわっている ｡したがって が正解｡

名 形･分 は だと思う､わかる

横たわる

訳 ｢私はその犬がｿﾌｧに横になっているのがわかった｣

⒉

［解説 である｢彼｣と の｢殴り倒す｣の意味関係は の後ろに目的語がない｡更に受身を表す前置詞の がある

点からも 受身｡したがって が正解｡

が するのをみる

を殴って倒す

訳 ｢私は彼が通りでその男に殴り倒されるのを見た｣

⒊

［解説 は｢自動詞｣で｢待たれる｣というような受身はない｡故に｢あなたが待っている状態のままにしておいた｣と考える｡

が正解｡｢ 人 を待たせたままにしておく｣で決まり文句として覚えてしま

いたい｡

訳 ｢お待たせしてすみません｣
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⒋

［解説 これは ｢ が の状態で｣という構文｡この場合でも と の意味関係で考えればいい｡｢彼の腕｣はその持

ち主である彼によって組まれるもの､つまり｢腕｣と｢組む｣には受身の意味関係が成立している｡したがって答えは ｡

手･腕等 ｢ を組む｣

訳 ｢彼は腕を君で立っていた｣

レクチャー３

感情・被害を表す動詞の分詞形に注意。

感情・被害を表す動詞は、そのほとんどが「～させる」と訳します（「～する」と

訳してはいけない）。具体例を見ていきましょう。

⑴感情を表す動詞とその分詞形。

･ 人等 ｢ を驚かす｣  現在分詞 ｢驚かすような｣

過去分詞 ｢驚いた｣

･ 人等 ｢ を失望させる｣  現在分詞 ｢失望させるような｣

過去分詞 ｢失望した､がっかりした｣

･ 人等 ｢ を満足させる｣  現在分詞 ｢満足させるような｣

過去分詞 ｢満足した｣

･ 人等 ｢ に興味を抱かせる｣  現在分詞 ｢興味を抱かせるような｣

過去分詞 ｢興味がある｣

例外 ｢驚く｣ ｢後悔する｣ ｢憤る｣ ｢恐れる｣

⑵被害を表す動詞とその分詞形。

･ 人等 ｢ を傷つける 事故などで ｣  現在分詞 ｢ 人を 傷つけるような｣

過去分詞 ｢傷ついた｣

･ 人等 ｢ を傷つける 戦いなどで ｣  現在分詞 ｢ 人を 傷つけるような｣
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過去分詞 ｢傷ついた｣

･ 物等 ｢ を傷つける､損害を与える｣  現在分詞 ｢ 物を 傷つけるような｣

過去分詞 ｢傷ついた｣

このような感情・被害動詞の分詞形に関する問題の見極め方法は以下の通りです。

①感情・被害動詞の分詞形が、「名詞」を修飾している場合。

その場合には、修飾している「名詞」が

⒈「物 無生物 」ならば現在分詞形を入れる

⒉「人 又は｢表情｣など 」ならば過去分詞形を入れる

と判断すると良いでしょう。具体例をあげてみましょう。

おもしろい試合

物

興奮した人

人

退屈な講義

物

退屈した表情

表情

驚くべき知らせ

物

びっくりした男性

人

もちろん｢人 表情など ｣がその感情･被害を引き起こす原因となっている場合､感情を表す動詞の現在分詞形が｢人｣を修飾することもある｡

したがって正確に言えば､その｢名詞｣が｢その感情･被害を引き起こす原因｣である場合､その｢名詞｣を修飾する感情･被害を表す動詞は現在

分詞形をとると考えるとよい｡

｢女の子｣が｢ﾜｸﾜｸする｣という感情を引き起こす原因｡

ワクワクするような女の子

②感情・被害動詞の分詞形が、ＳＶＣの「Ｃ」になる場合。
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その場合には、Ｓ 主語 が「人 又は表情 」なのか「物 無生物 」なのかで判断しま

す。つまりそのＳ 主語 が

⒈「物 無生物 」ならば現在分詞形を入れる

⒉「人 又は｢表情｣など 」ならば過去分詞形を入れる

と判断すると良いでしょう。具体例をあげてみましょう。

ボクは音楽に興味がある

人

ベンはその知らせに驚いた

人

物

ボクが昨日みたその映画はとても面白かった

物

その知らせは大変驚くべきものだった

もちろん｢人 表情など ｣がその感情･被害を引き起こす原因となっている場合､現在分詞形を後ろにとることもある｡したがって正確に

言えば､｢その感情･被害を引き起こす原因｣となるものが文の主語になっている場合､後に続く感情･被害を表す動詞は現在分詞形をとる

と考えるとよい｡

｢彼｣が｢興味深い 楽しい ｣という感情を引き起

彼は面白い 楽しい こす原因｡

③感情・被害動詞の分詞形が、ＳＶＯＣの「Ｃ」になる場合。

その場合には、Ｏ 目的語 が「人 又は表情 」なのか「物 無生物 」なのかで判断し

ます。つまりそのＯ 目的語 が

⒈「物 無生物 」ならば現在分詞形を入れる

⒉「人 又は｢表情｣など 」ならば過去分詞形を入れる

と判断すると良いでしょう。具体例をあげてみましょう。

物
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生徒たちは田中先生の講義は退屈だなと思った

人

田中先生の講義は、生徒たちを退屈にさせた

では、以下の問題で練習してみましょう。

⒈

［解説 修飾される名詞が「発見」。つまり「物」をあらわす名詞。

したがって が正解。

訳 ｢それは驚くべき発見だった｣

⒉

［解説 「彼が試験に落ちたこと」が主語。そしてこれが「がっかり

」の原因。したがって が正解。

訳 ｢彼が試験に落ちたのはがっかりだった｣

⒊

［解説 「私」つまり「人」が主語。。したがって が正解。

訳 ｢僕はその結果にがっかりした｣

⒋

［解説 「テレビ番組」が主語。したがって が正解。

訳 ｢そのﾃﾚビ番組はとても退屈だったので僕は眠くなってしまった｣

⒌

［解説 前半の主語は「その試合」。後半の主語は「私」。したがって前半は

、後半は が正解。

訳 ｢その試合はとてもﾜｸﾜｸする内容だったので僕も興奮してしまった｣
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⒍

［解説 「その知らせ」が主語。したがって が正解。

訳 ｢その知らせは僕にとって驚きだった｣

⒎

［解説 ｢ ｣の「Ｏ」に という「物事」を表す

名詞が入っている点がポイント。 が正解になる。

訳 ｢僕はそのﾚｽﾘﾝグの試合は本当におもしろいと思った｣

⒏

［解説 省略されているが主語は「私」。したがって が正解。

訳 ｢僕は事故にあって怪我をした｣

レクチャー４

分詞構文 分詞の副詞的用法 。

⑴分詞構文とは。

分詞構文とは、分詞一語が、接続詞と動詞の２つの役割を兼ねて、主節 あるいは

動詞 を修飾するという用法です。「Ｓ Ｖ」や動詞を修飾するのですから、これ

は（分詞の）副詞的な用法 働き だということになります。

分詞 ～ ＝ 接 動 主 節
主節とは､ 従位 接続詞･関係詞･疑問詞等のついて

⑴ 分詞が｢接続詞｣と｢動詞｣の役割を兼ねる いない 裸の のこと｡

⑵ 副詞的に主節 述語動詞 を修飾｡具体的には以下のような意味で修飾する

①時｢～の時｣ ③条件｢もし～なら｣ ⑤同時状況｢～しながら｣

②理由｢～なので｣ ④譲歩｢～だけれど｣｢～だとしても｣ ⑥動作の連続｢～してそして…｣
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⑵基本的な分詞構文の作り方。

基本的な分詞構文の作り方の手順は以下の通りです。分詞一語が「接続詞」と「動

詞」の ２つの 役割を兼ねるわけですから、

① 元の英文の 接続詞はいらなくなるのでこれを消す

② 元の英文の 動詞もいらなくなる。動詞は現在分詞形に変える

③ 元の英文の 主語も、 それが主節の主語と同一なら いらなくなるのでこれを

消す

という手順で分詞構文が出来上がります。例を挙げてみましょう。

彼女は私を見ると逃げた

①まず接続詞 を消します。

②次に 主節の主語と同じなので 主語 も消します。

③更に動詞 を現在分詞形に変えます。

→

④これで分詞構文の出来上がりです。

ただし「接続詞」を省略することによる意味のあいまいさを嫌って、本来なら省略

すべき接続詞をつけたままにしたような英文もときどき見受けます。

特に接続詞が｢ の時 ｣｢ の間 ｣｢ もし ｣｢ ～けれど ｣｢ ～しない限り ｣の

場合に起こりやすいですね。

接

上の英文では、あえて接続詞の か消されずに残った形になっています 元々

あった は消されてしまっています 。
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⑶分詞構文における注意事項。

基本的な分詞構文の作り方は、今も説明したようにとてもカンタンなのですが、そ

れだけなら分詞構文がこうまで受験生を苦しめるはずはありません。これから説明

する分詞構文における注意事項が頭の中に整理できれば、分詞構文はもう完璧です。

①否定文を分詞構文にするには。

以下のような、副詞節 接続詞のついている方の節 が否定文であるような英文を分詞構文にせ

よと言われたらどうしたらいいでしょう。

接続詞の 主語の を消すのはいいとして、動詞の をどう

するか…。

否定文を分詞構文にするには、分詞の前に をつければいいのです。

したがって上記の英文は以下のような分詞構文になるわけです。



何を言っていいのかわからなかったので、私は黙ったままでいた

しかしこれは、なにも分詞だけのルールではありませんでした。準動詞 不定詞・

分詞・動名詞 はすべて、否定する場合にはその直前に否定語 など を

置くのでしたね。

不定詞の直前に が置かれている｡

彼女は私の話を聞いていないふりをした

動名詞の直前に が置

君はその答えがわからないのを恥ずかしいと思うべきだ かれている｡

②前半と後半の節の動詞の時制が異なっている文を分詞構文にするには。

以下のように、副詞節と主節で動詞の時制が異なる英文を分詞構文にせよと言わ

れたらどうしたらいいでしょう。

接続詞の 主語の を消すのはいいとして、動詞の の部分をどうす
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るか…。単なる では主節との時制のズレが表せません。

前半と後半 つまり副詞節と主節 で動詞の時制が異なっている 副詞節の方が、主

節よりも時制が古い 場合、動詞を～ 形にするだけではダメ。完了形の分詞、つ

まり「 ～」にしなくてはいけません。

したがって上記の英文は以下のような分詞構文になるわけです。



風邪をひいたので、彼は今日学校を休んでいる

「 ～」は、主節の動詞より時制が１つ古い 昔である ことを表します。

でもこれも、分詞だけでなく不定詞、動名詞すべて同じでしたね。つまり完了形

の準動詞 ～ ～ は全て主節より時制が１つ古いことを

表すのです。

③前半と後半で主語が異なっている英文を分詞構文にするには。

以下のような、副詞節の主語と主節の主語が異なるような英文を分詞構文にせよ

と言われたらどうしたらいいでしょう。

延期する

接続詞の を消す、動詞の を にするのはいいとして、

をどうするか。これまでは前後半共に主語が同一だったので消してきました

が…。

前半と後半(つまり副詞節と主節)の主語が異っている英文を分詞構文にする場合、

これまでとは違い、副詞節の主語は消さずにそのまま残しておかなくてはいけま

せん。

したがって上記の英文は は消さずに残して 、以下のような分詞構文になるわ

けです。



雨が降ったので私達はピクニックを延期した

もう一例見てみましょう

－１３－
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

ジョンが無事戻ったので、みんなはほっとした

このような、分詞の前についた名詞というのは、元々の英文の主語なわけで、後

ろの分詞とは「主語と述語の関係」になります。そしてこの分詞の前についた名

詞のことを、分詞の「意味上の主語」と言います。

名詞（主格）＋分詞（ ）

主語 述語

結局、主節の主語と意味上の主語との関係は以下のようになります。

①「主節の主語 ＝ 意味上の主語」 → 意味上の主語は明示しなくていい

②「主節の主語 ≠ 意味上の主語」 → 意味上の主語は明示しなくてはいけない

そしてこのルールにしても、準動詞 不定詞・分詞・動名詞 全てに当てはまるも

のですね。本当に準動詞というのは、それに関するルールはひとつ 同じ なので

す。

④「 構文」を分詞構文にするには。

以下のような、副詞節が 構文であるような英文を分詞構文にせよ

と言われたらどうしたらいいでしょう。

接続詞の を消すのはいいとして、主語は…。

構文を分詞構文にする場合、 を主語に見立てるのです。した

がって前半と後半の主語が異なっているということになり、 は消さずに残

します。とすると上記の英文は、以下のような分詞構文になるわけです。



列車には席がなかったので、私達はずっと立っていた

が意味上の主語の位置に置かれるというのは、何も分詞構文だけのことで

はありません。これも準動詞全てにあてはまるルールなのです。

つまり、

－１４－
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 名 ～ Ｓがいる ある

という構文の が準動詞になる場合、全て は、その意味上の主語の

位置に置かれるのです。

 名 ～ → ⒈ 名 ～

不定詞化 ⒉Ｓ Ｖ 名 ～

 は 等､特定の動詞｡

→ 名 ～

動名詞化

→ 名 ～

分詞化

それについて何らかの問題点があるのは当然だ

彼の奥さんがいたので私はそのことについては何も言わなかった

バスがなかったので私達はタクシーに乗らなければならなかった

こうして見てみると、準動詞は本当にそのルールがそっくりなのがわかります。

不定詞・分詞・動名詞については、バラバラに覚えるのではなく、３つきちんと

まとめて、整理していっしょに覚えるのが効率的だということがあらためて実感

できますね。

⑤動詞が 動詞であるような英文を分詞構文にするには。

以下のように、 副詞節の 動詞が 動詞であるような英文を分詞構文にせよと言

われたらどうしたらいいでしょう。

接続詞の 主語の を消すのはいいとして、動詞の をどうするか…。

－１５－

準動詞⑶ 分詞



動詞が 動詞の場合、分詞構文にすれば 主節と時制のズﾚがあれば にな

るのですが、この は普通省略することが多いのです。

したがって上記の英文は、以下のような分詞構文になります。



一人にされたので、彼女は泣き出した

もう一例見てみましょう。



友人に説得されたので、私は自殺するのをあきらめた

このように過去分詞で始まる分詞構文は、すべて元々受動態だったと考えていい

でしょう。

ではもう１つ、この英文を同じように分詞構文にするとしたらどうなるでしょう。

この英文を分詞構文にした場合、以下のような英文になりますね。



形容詞

コンピューターを操作することができれば、君は雇ってもらえるだろう

この英文のように が省略された結果として、形容詞で始まる分詞構文もあ

り得るということを覚えておいてください。

それから に関してあと１つだけ補足をしておきます。

構文を分詞構文にする場合、 ～ という形になるといいまし

たが、この場合の は省略しません。なぜかというと、先程の英文を例にあ

げれば、 を省略して、

などとしてしまうと、読者が文頭の を、「そこに」という と混同し

てしまうことになりかねないからです。

－１６－

準動詞⑶ 分詞



⑥分詞構文の分詞句は後に置かれることもある。

分詞構文を作る分詞句は、必ずしも文頭に置かれるとは限りません。文の中盤や、

後半に置かれることもあります。以下に例を挙げてみましょう。

⑷「ｗｉｔｈ Ｏ Ｃ」構文。「ＯがＣの状態で」。

これも分詞構文の一種 独立分詞構文と呼ばれる なのですが、「 」構文と

して覚えてしまった方がカンタンです。「ＯがＣの状態で」が訳し方の基本です。

この「 」構文の特徴を以下にまとめてみましょう。

①Ｏには名詞 代名詞なら目的格 が入る。

②Ｃには「形容詞」「分詞」「前置詞＋名詞」「副詞」等が入る。

③ＯとＣには、意味上「 ｢ は する になる である ｣という 主語と述語の関係」が成立して

いる。だから英文中で「 名詞」の直後に「形容詞」「分詞」「前置詞＋

名詞」「副詞」があり、かつそれらと直前の「名詞」との間に「主語と述語

の関係」を読み取ることができたらこの 構文なのではないか、と頭

を働かせること。

{
「形容詞」「分詞」

名詞 「前置詞 名詞」 「ＯがＣの状態で」

「副詞」

主語 述語

実際の例文で今度は見てみましょう。特にＣのバリエーションに注目して下さい。

風にリボンをなびかせながら

現在分詞

口に食物を頬張った状態で

形容詞

－１７－
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手をポケットに入れた状態で

前置詞 名詞

テープレコーダーがオンになっている状態で

副詞 ⇨ テープレコーダーで録音しながら

レクチャー５

間違えやすい分詞構文（特に過去分詞で始まる分詞構文等）。

以下の空蘭中の を 、 いずれかに変えよと言われたら、さてどち

らが正解になるのでしょう。

遠くから見ると、それは人間の顔のように見える

この手の問題の見極めのポイントは、主節の主語との意味関係 ｢能動｣か｢受身｣か につ

いて考えてみることです。

つまり上記の問題、主節の主語の「 それ 」と「 見る 」との意味関係は明

らか に「受身」 ｢物｣である｢ それ ｣は､｢人｣によって見られる側 です。したがって正解は過去分

詞の 。

なお繰り返しになりますが、意味関係を考える際「英語は常に人間中心に その意

味関係を 考える」という点を忘れないでください。

では、以下の問題で練習してみましょう。

⒈

［解説 後半の主節の主語の「 あなた 」と「 見る 」の関係に着目する。

人間である「あなた」が「見る」わけで、その意味関係は「能動」。した

がって正解は現在分詞の 。

訳 ｢遠くから見ると､君はそれを人間と間違えるかも知れない｣

⒉

－１８－
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［解説 後半の主節の主語の「 これ 」と「 使う 」の意味関係は「受身」

｢物｣である｢これ｣は｢人｣によって使われる側 。したがって正解は過去分詞の 。

訳 ｢経済的に使えば､これは 年は持つだろう｣

⒊

［解説 後半の主節の主語の「 この機械 」と「 比較する 」

の意味関係は「受身」。したがって正解は過去分詞の 。

訳 ｢古いのと比べると､この機械はとても安価だ｣

⒋

［解説 このように空欄の前に名詞がある場合には、その名詞との関係について考

えて見る。つまり「 全てのこと 」と「 考慮に入れ

る 」の意味関係。これは受身 ｢物事｣は｢人｣によって考慮される側 ｡したがって正解は過

去分詞の 。

訳 ｢全てを考慮に入れれば､我々は幸運だった｣

レクチャー６

分詞構文の訳し方。

分詞構文のうまい和訳の作り方のルールは以下の通りです。

①分詞句が文頭、文中盤にある場合には「時」「理由」「条件」「譲歩」のどれ

かで訳す。

②分詞句が文章後半にあった場合には「そして～ する 」「～しながら」のどち

らかで訳す。

もちろん文章後半でも「時」「理由」「条件」「譲歩」のいずれかで訳した方

がいい分詞句もある。また文章前半や中盤の分詞句を「そして～」「～しなが

ら」と訳した方がいいこともあるので文脈によって臨機応変な対応は必要。

③過去分詞や形容詞で始まるような分詞構文には注意せよ。訳し方のルールは普
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通の分詞構文と同じ。

④「 」構文かどうかの見極めは、 の直後の語句に「主語と述語の関

係」が成立しているかどうか。成立していれば 構文。そのうまい和訳

の仕方は、「時」「理由」「条件」「譲歩」「そして～ する 」「～しながら」

の６種類のうちから文脈に則して適当なものを選ぶ。

レクチャー７

慣用的な分詞構文。

以下のものは、一種の決まり文句として覚えてしまいましょう。

⑴

｢厳密に［一般的に 率直に 大雑把に 歴史的に 言って」

率直に言って、その事実は否定しがたい

⑵ 「Ａから判断すると」

空模様から判断すると、夕立が降りそうだ

⑶ Ｓ Ｖ～ 「～だとしても」 譲歩

彼女が悪い人間でないとしても、私は彼女を信用できない

⑷ Ｓ Ｖ～ 「仮に～ならば」

明日雨が降るとしたら、どうしましょう

⑸ Ｓ Ｖ～ 「～を考慮に入れると」

－２０－
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彼の経験を考慮すると、彼はその試合に勝てるだろうと思います

⑹ 「Ａといえば」

絵画といえば、どの画家が一番好きですか

⑺ 「Ａを考慮に入れると」

彼女の年令を考えれば、彼女はとてもうまくやった

⑻ 「天気が許せば」

天気が許せば、我々は明日の午後出発する

⑼ ～ 「もし～ならば」  と同じ意味だが､仮定法には用いない｡

天気さえよければ、そこに行きます

⑽ Ｓ Ｖ～  と同じ意味で､仮定法でも用いる｡

もし彼がここにいたら、君は何と言いますか

⑾ Ｓ Ｖ～ 「～という事実から見ると」「～なので」

君が来たのだから、今決めてしまおう

⑿ 「こういう事情なので」

－２１－
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こういう事情なのであなたと一緒にそこには行けません

⒀ 「夜がやってきたので」

夜がやってきたので、私たちは家に帰った

⒁ Ｓ Ｖ～ 「～だと仮定すると」「～を考慮すれば」

彼がまだ若いという点を考慮に入れれば、彼はよくやった

レクチャー８

分詞形容詞について。

レクチャー１で、分詞とは『「動詞」と「形容詞」の性質を"分かち 持つ 詞 こ

とば 』という意味だと言いましたが、分詞の中には、動詞的性格を失い ％

形容詞として働くようになったものもあります 辞書にも形容詞として紹介されて

いる 。簡単な例を挙げると 疲れた や、 魅力的な 、

スリルに飛んだ 、 手作りの 、 心温まる などがそうで

す。

「レクチャー３」で紹介した「感情・被害を表す動詞の分詞形」も実はこの分

詞形容詞の仲間。

この分詞形容詞の中には、日本人には意外に思える意味になるものもあります。

頻出の語を挙げてみましょう。

⑴ ー 型。

①いつもの、例の

彼女のいつもの席

② ～ Ａ ～することに慣れている

－２２－
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ボブはつらい仕事に慣れている

①熟達した

音楽の大家

②教養のある，才芸のある

教養を身に付けた若い女性

個人的努力によって 習得した

遺伝的に対して 後天的に得た ⇔ 生まれつきの

習性

後天性免疫不全症候群、エイズ

きどった、わざとらしい、不自然な

気取った態度で

年老いた

老人

苦痛に満ちた、懸命な

死に物狂いの努力

空調の聞いた、エアコンの付いた

指定された、約束した

約束の時間に

武装した、武器使用の ⇔ 非武装の

武器を持った強盗

武力衝突

－２３－
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恥ずかしい

私は自分の無知が恥ずかしかった

お恥ずかしいことですが不合格でした

①保証された、確実な

確実な収入

②自身のある、自信満々の

彼は自信たっぷりの様子だ

① ～に 愛着のある、慕っている

少女は叔母をとても慕って いる

② ～に くっついた、付属の

付属学校

①最愛の、かわいい

彼の愛娘 まなむすめ

② ～に 愛されて

みんなにとても愛されている少年

冷えた、冷蔵した

冷蔵牛肉、チルドビーフ

文明化した、教化された、文明人の ⇔

文化的生活

腐った 衰退した

虫歯

－２４－
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最近 死んだ

故…

私の亡父

①過ぎ去った

過去の栄光

②亡くなった、他界した

〈人･境遇などが〉貧しい、〈住宅･施設･職業などに〉恵まれない、

困窮している

恵まれない子供時代

貧困地域

①見捨てられた

捨て子

②人の住まない、人通りの絶えた

さびれ果てた村

人通りの絶えた通り

詳細な

詳しく説明する

彼はその事故を詳細に説明してくれた

決然とした、断固たる

決然たる表情

①熱愛している

愛情の深い夫
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②献身的な、忠実な

忠実な友人

③ 物･事 Ａに専心 没頭 している

ボブは小説を読むのにふけっている

政治の改革に専念している人々

絶滅にひんしている

危うくなった

絶滅の危機にひんしている動 植 物

①固定した、動かない、据え付けられた

据え付きの座席

②〔考え・意見などが〕変わらない、確固とした

固定観念

③〔表情が〕変わらない

凝視

④変わらない、決まっている

固定資産

定期預金

固定収入

決まり文句

生まれつき才能のある、天分のある

天分のあるギタリスト

彼は語学習得に才能がある

大急ぎの、あわてた

あわただしい

大急ぎで書いた返事
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あわただしい旅行

行儀の悪い、無作法な

行儀の悪い子供

①知識 学識 のある、見聞の広い、消息通の

もの知り 教養ある人 、消息通

消息筋事情通

②知識のいる を用いた

詳しい情報に基づく推測

①～したいと思う 気がする ～

今日は何にもする気にならない

何もかも捨てて逃げ出したいと思ったことはありませんか

② 性格・体質的に 傾向がある 原形 ～

冬に体重が増える傾向の人もいる

①霊感を受けた

霊感を受けて書いた詩

②すばらしい、見事な

見事な演技

①意図された、故意の

その措置は所期の効果を挙げられなかった

②予定された、将来の

大臣の予定されている英国訪問
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①込み入った、複雑な

複雑な問題

② 名詞 事件などに 関係のある

主義･運動に 打ち込んだ、参加した

関係者たち

③

〔…に〕巻き込まれて、首を突っこんで 〔 〕

彼は借金で首が回らない 陰謀に巻き込まれている

〔…と〕掛かり合いがあって、関係して 〔 〕

彼は暴走族と掛かり合いをもつようになった

〔…に〕熱中して、夢中になって 〔 ， 〕

彼はすっかり仕事に熱中している

彼はガールフレンドといい仲になっている

①孤立した、隔離された

他の家々から遠く離れた １軒家

孤島

②例外的な

例外的なケース

発音注意。 ə

①学識のある

…に 通じている ⇔

学者

彼は法律に明るい

②学問的な、学術的な

学術書

学会
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宇宙船が〕乗組員のいる、有人の

有人宇宙船

①著しい、目立つ

著しい差異

著しく増加する

②注意されている

注意人物

〇〇

○○の気質の な考え方をする

○○に関心のある

（心の）高潔な

邪悪な心の

伝統的な考え方をする日本人

あけっぴろげな態度

機械いじりの好きな

政治志向の

車に夢中の人

①混じり合った、混成の、雑多の、五分五分の、功罪相半ばする

果物の詰め合せ

複雑な感情

②男女混合の、共学の

男女共学の学校

丸顔の

組織化された、計画された

準備の整った

よく準備されたパーティー

組織的犯罪

－２９－
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彼らの会社は能率的に組織化されている

仕事を非常にてきぱきとやる人

引っ越して来てから２週間経って、やっと生活が軌道に乗ってきた

人口過剰の、過密な

偏見のある、先入観を持った

偏見

長引いた、長期の

長わずらい

専門家の指導なしにこの薬を長い期間摂取しないようにしなさい

～から かけ離れた、隔たった

首都から離れた町

彼の行動は狂気に近い

…として 有名な

彼はギタリストとして有名である

①ばらばらの、散在した

離散した一家

人家まばらな村

点在する家

②時折りの、散発的な

散発的な夕立

－３０－

準動詞⑶ 分詞



①近眼の

⇔

②近視眼的な、先見の明がない ⇔

①定まった、規定の

定期の

所定の時間に、定刻に

定価で

②公表［明言］された

健康的に 日焼けした

①さまざまの な 、種々の

さまざまな切手のコレクション

②変化に富んだ

］ 変化に富んだ生活をする

⑵ ー 型。

終わることのない、永続的な、不変の

永久に変わらない友情

夢中にさせる ような 、非常に面白い

我を忘れるほど面白い物語

 で「Ａに夢中になっている」も頻出。

彼はその本に夢中だった

賞賛 感嘆･敬服 する

感嘆のまなざし

－３１－

準動詞⑶ 分詞



感心して見とれる群衆

びっくりするような、驚くほどの

その車はびっくりするようなスピードで走った

いらいらさせる、腹立たしい、迷惑な

うるさい、わずらわしい

はた迷惑な遅れ

うるさい男の子

①哀願的な、人の胸に訴える

訴えるような目つき 口調

②人 の心 を引きつけるような、魅力的な

魅力的な微笑

食欲をそそる、うまそうな

うまそうなにおい

①計算用の

計算器

②抜け目のない、打算的な

彼は冷たい計算ずくの男だ

①世話 介護 をする

福祉関係の職業

看護婦･社会福祉士など。

福祉社会

② 他人に 思いやりのある、面倒見のよい

思いやりのある態度

めんどう見のいい妻、世話 好きな 女房

－３２－

準動詞⑶ 分詞



①うつる、伝染性の

彼の熱意は人から人へと広がっていく

伝染病

②人目を引く、魅力のある

①挑戦的な、人の能力を試す

骨の折れる、大変な、苦しい

挑戦試合

難しいコース 科目

給水は最も厄介な問題の１つだ

②意欲をそそる、やりがいのある、興味をかき立てる、深く考えさせる

やりがいのある仕事

意欲をそそる提案

③挑発的な

〈個性･表情などが〉魅惑 魅力 的な

誘うような微笑

挑発的な姿勢

息苦しい ほどの

〔声が〕感情で詰まった

息が詰まるようなもうもうたる煙

①次の、来たるべき

今度の水曜日

次の世代

②有望な、今売り出し中の

売り出し中の 将来有望な 人

話し手・議論が 説得力のある

いかにももっともらしい

－３３－

準動詞⑶ 分詞



人を納得させる なるほどと思われる 議論

いかにももっともらしいうそ

圧倒的な，決定的な

大敗北

①ずるい、悪賢い

こうかつな策略

彼はキツネのようにずるい

②〔子供・小動物などが〕かわいらしい

かわいらしい赤ん坊

①鋭利な

鋭利な刃

②身を切るような

身を切るような風

③痛烈な、辛辣な

辛らつな皮肉

大胆な、勇敢な

ずうずうしい

大胆な企て

〈人が〉過度に要求する、不当な要求をする

〈仕事などが〉過大の労力を要する

きつい仕事

厳しい教師

気をめいらせる ような 、重苦しい、陰気な

憂うつな 暗い 知らせ

－３４－

準動詞⑶ 分詞



むかつくような、胸が悪くなる

全く嫌な

なんて嫌な臭いなんだ

①死にかかっている

瀕死の人

②死にぎわの、臨終の

彼の遺言 臨終の床］

あなたのご親切は死ぬまで忘れません

③暮れかかった〔日・年〕

滅びかけている

消え入りそうな

暮れ行く年

消えそうな炎

長続きする、永続性のある、不朽の

恒久の平和

不朽の名声

彼は変わらぬ愛を誓った

啓発的な

問題点などを はっきりさせる

そう言われると良く分かる

画期的な

画期的な発見

普通以上に 長続きする、耐久力のある

永続的な、永久の

永遠の友情

－３５－

準動詞⑶ 分詞



恒久平和

いつまでもあせない色

心身を疲れさせる ような

消耗の激しいスポーツ

人目を引く

魅惑的な、うっとりさせる、非常に美しい

魅惑的な少女

量 顔立ち のよい

ますます増える

たばこをやめる人の数がますます増えている

日に日にふえる交通量

寄る年波

①｛よい意味で｝好奇心の強い、知識などを求める

探究的な精神

好奇心旺盛（おうせい）な人

②不審そうな、物を知りたげな、けげんそうな

彼は不審そうな目つきで彼女を見た

鼓舞する

霊感を与える

感銘深い演説

人を鼓舞する本

－３６－

準動詞⑶ 分詞



侮辱的な、無礼 失敬 な

大統領は彼を侮辱する発言をした

イライラさせる、癇 かん に触る

彼のくすくす笑う癖は人をいらいらさせる

①殺す、致命的な、 植物を 枯らす

致命的な病気

②〈運動が〉ひどく疲れる

〈経験などが〉死ぬほどつらい

〈仕事などが〉骨の折れる

とてもついていけない歩調で

その仕事は死ぬほど骨が折れた

①主な、主要な

第一流 位 の

彼らはヨーロッパの主要国を訪ねた

事故の主な原因

一流新聞

②主役の、主演の

主演男優

③導く、先導する

先導車

指導的な思想

勝ち目のない、負けの

損をする

勝ち目のない勝負

－３７－

準動詞⑶ 分詞



愛する、愛情の深い、愛情のこもった

夫思いの妻

愛する娘ジェーンより

手紙の文句。

愛情深い性質

誤解させる、迷わせる、まぎらわしい

誤解を招く表現

①行方不明の、見つからない

行方不明の人

②欠けている

４ページ欠けている本

①動く、動いている

動かす、原動力となる

変動する世界

原動力

②感動させる

人の心を動かす訴え

面倒見のいい、親切な、喜んで手を貸す

彼に頼み事をした時彼はとても親切な人だと分かった

観察的な、観察眼の鋭い

はじめの、最初の

開会の辞

開会 院・校・通 式

－３８－

準動詞⑶ 分詞



開口一番の言葉

平和を好む

①未決定の、懸案中の

懸案

出願中の特許

その訴訟は係争中だ

②差し迫っている

①〔音が〕つんざくような

〔寒さ・風などが〕刺すような

耳をつんざくような悲鳴

身を切るような寒さ

②洞察力のある、鋭い

鋭い眼

鋭い一瞥 べつ

①急を要する、差し迫った

差し迫った必要

②熱心な、しつこい

たっての要求

①広く行われている、普及している

一般的な意見、通説

②優勢な、有力な

この地方によく吹く風 地域的･季節的に最も優勢な風

有望な、頼もしい

有望な学生

－３９－

準動詞⑶ 分詞



豊作になりそうだ

人を まごつかせる、当惑させる

難問

不審そうな、いぶかしげな

いぶかしげな声の調子

激怒した

荒れ狂う、猛烈な

激しいあらし

激しい戦闘

通例スポーツで 記録破りの、空前の

①くつろがせる、ほっとする

くつろげる場所

②〔気候・天候が〕体をだるくさせるような、けだるい

体のだらけるような気候

①〈経験･行為が〉報い やりがい のある、満足感を味わえる

貴重な経験

読んでためになる本

教職はやりがいのある職業だ

② 金銭上･物質上の もうけ 利益 になる

①上昇する、上がる、登る

〈太陽･月･星が〉出る、昇る

立ち昇る煙

昇る朝日

②増大 増加 する、強まる

－４０－

準動詞⑶ 分詞



増水する

〈温度が〉高まる、上がる

騰貴する

高まる感情

教会の増大する勢力

水かさの増している川

①ほえる

とどろく

嵐の

どんちゃん騒ぎの

暴風雨の夜

大騒ぎの夜

②大繁盛の

元気いっぱいの

彼の商売は大繁盛だ

大成功

①〔人・党派が〕統治する、支配する

支配階級

与党も野党も

②優勢な、有力な、支配的な

主な

有力な考え

病気の回復の主な要因

うわべの、外見上の

見せかけの、もっともらしい

うわべだけの親しさ

副詞形の は「うわべは、外観上は」「見たところでは」。

うわべは幸せそうな家族

－４１－

準動詞⑶ 分詞



見たところ彼女はそれに気付いていないようだった

ずぶ濡れになるほどの

ずぶぬれになるほどの大雨

①きらきらと輝く、きらめく

②活気のある、生き生きとした

ひらめく

③発泡性の

①話をする 程度の 、口をきく ような

会えば言葉を交わすぐらいの間柄［知人］

話ができる程度のフランス語の知識がある

話し声

②物を言いそうな

生き生きとした

生き写しの肖像画

このとおりと言わんばかりの証拠

表情豊かな目つき

①〔痛みなどが〕刺すような

刺すような痛み、激痛

②辛辣な

とげのある言葉

①感動 興奮 させる、感激的な、心をかき立てる

感動的な話 演説

②活動的な、活発な

多忙な

雑踏する、繁華な

－４２－

準動詞⑶ 分詞



多忙な生活を送る

騒がしい時代に生きる

著しい、目立つ、際立った

とても魅力的な

人間とチンパンジーとの間の目立った違い

きわだって美しい婦人

目だつ服

①猛烈な、すさまじい

ひどく急いで

②引き裂く ような

心をかきむしるような

割れるような頭痛

①効果的な、よく効く

説得力のある

有効な一撃

大そう説得力のある議論

痛い損害を被る

② 内情などをおのずから 暴露する

それで内情はかなり分かった

①誘惑する、心 味覚 をそそる、魅力的な

心が動く申し出

そう言ってみたかった

②うまそうな

よだれが出そうな食事

疲れさせる ような

退屈な

－４３－

準動詞⑶ 分詞



長くて退屈な講演

人を 感動させる、いじらしい、痛ましい

心を打つ物語

疑わない、信頼しきった

黙って受け入れること

絶対的な服従

目覚めている

目が覚めて 起きて いる時間

白昼夢

～に 欠けている

～が 足りない

このおもちゃには組立て説明書が付いていない

彼女は常識が足りない

 は前置詞として「～がない」「～の足りない」という意味もある。

ボタンがいくつか取れている上着

１年に５日足りないだけの期間

また は「〈広告文などで〉〇〇入用、求む〇〇」、「指名手配の」

「待ちに待った、待望の ⇔ 」という意味になる。

求む秘書

※ が倒置・省略されたもの。

求む女性受付係

お尋ね者、指名手配中の犯人

待ちに待った赤ん坊

警告の、戒めの

危険信号

 には「警告」「戒め の言葉 」という意味の名詞もある。

－４４－

準動詞⑶ 分詞



彼らは警告なしで攻撃してきた

彼らに起こったことを自分に対する戒めとしなさい

① 原形 喜んで～する、自ら進んで～する

手伝ってもいいですよ

うちの子供たちはどうも言うことをきかない

彼は私が彼の後任になることに全く異存はなかった

反意語は 原形 ～。「～したがらない」。

彼女は来たがらない

母は私がそのクラブに入るのに乗り気でない

②〔人・行為などが〕自発的な

自分から進んで働く人

我々は進んで手助けしてくれる人がたくさんいて幸運だった

彼らは皆自発的に尽くしてくれた

反意語はやはり 。「嫌々の」「不承不承の」。

不承不承の返事

いやいやながらの約束

①働く、労働に従事する

労働に用いられる、仕事（用）の

活動中の、動いている

労働人口

就業時間

作業服

子育てしながら働く女性

外装･容器に対しての 機械の可動部分

－４５－

準動詞⑶ 分詞



②実際に役立つ

十分な、実用的な

議案の通過に必要な過半数

スペイン語の実用的知識

①〈物事が〉厄介な、面倒（めんどう）な

ひどく厄介な質問

いろいろ問題のあった１週間

② 心配な、不安な

彼女の居場所がわからないのは君にとってさぞかし心配なことだろう

政府の対応がひどく遅れてきわめて気がもめる

 は「〔人が〕困った，当惑した」「〔顔などが〕心配そうな

」という意味になる。

心配そうな顔

私は君の健康がとても心配だ

《 の見極め法について》

以下の２つの英文ですが、①の は、動詞の の受動態と

しての過去分詞。②の は分詞形容詞です。

①

彼はよく彼のお兄さんと誤解される 間違えられる

②

あなたはそれについて誤解しています 間違っています

この２つの の見極め法ですが、 が「動詞の

の過去分詞」 なのか、「分詞形容詞の 」なのかは、特に上のよ

うな「 」となっている場合には、このように考えたら良いで

しょう。

つまり、 「動詞の の過去分詞」として となって

－４６－

準動詞⑶ 分詞



いるのなら、 それは受動態ということなのですから、元の能動態の英文

に直せるはずです。

①の英文の場合、確かに

→

私達は 彼をよく彼の兄と間違える

 ＡをＢと間違える

と書き換えることができますね。

ところが

の場合、

としても全く意味が通じません。

そこで という英文中の は分詞形

容詞で「間違った、誤解した」だと判断できます。

この分詞形容詞の の例をいくつか挙げておきましょう。

間違っていたら訂正してください

私は日にちを間違っていた

確か彼の奥さんは先日なくなっている

ありがた迷惑なこと

人違いのケース

場違いの礼儀正しさ

誤答

もしかしたら 私の間違いでなければ 君の使っているペンは私の

ではないですか

－４７－

準動詞⑶ 分詞



《補足 準動詞の働きのまとめ》

名詞用法 ･ ･ になる 形容詞用法 名詞を修飾する･補語になる 副詞用法 名詞以外を修飾

不定詞 ○ ○ ○

｢すること｣と訳す｡ 不定詞の形容詞用法は名詞を 後ろか ｢目的｣｢結果｣｢条件｣

 原形 は､基本的に ら 修飾する働きのみ｡訳し方は｢する ｢感情の原因｣｢判断の根拠｣

補語 になるのみ｡ ための ような ｣｢すべき｣｢とい ｢形容詞の補足｣など｡

う｣｡

動名詞 ○ × ×

｢すること｣と訳す｡

不定詞と違って｢前置詞の

目的語｣にもなれる｡

分詞 × ○ ○

分詞は名詞を修飾する以外に補語にもな 分詞構文がこの用法にあたる｡

れる｡

注 不定詞の名詞用法と､動名詞の名詞用法の違いは､動名詞と違って､不定詞は前置詞の後ろには置けない､という点だった｡

－４８－

準動詞⑶ 分詞



用 法 意味上の主語 否定形 受け身形 完了形

名詞 目的格

不定詞 形容詞 目的格

副詞 過去分詞

所有格 目的格

動名詞 名詞

 に名詞がそのまま入ることもある

形容詞 主格の名詞

分詞 副詞

注 用法に関して…不定詞だけが名詞、形容詞、副詞のすべての用法がある。動名詞は

名詞用法のみ。分詞の「副詞用法」とは分詞構文のこと。

注 意味上の主語に関して…上の表のＡとそれぞれの準動詞 不定詞･動名詞･分詞 の間

には、主語と述語 「Ａが～する」 の関係が成立している。

また、意味上の主語と、文の主語が同じである場合には意味上の主語は書かな

くていい 省略できる というルールも、不定詞、分詞、動名詞すべてに共通し

ている。

注 否定に関して…図のように準動詞の否定は、すべて準動詞の前にｎｏｔをつける。

注 完了形に関して…完了形の準動詞は、述語動詞より時制が１つ昔であることを表す。

ただ、希望・期待･意図を表す動詞の過去時制の後につづく完了

不定詞は、その希望･期待･意図などが「実現できなかった」とい

う意味を表す｡

①

②

－４９－

準動詞⑶ 分詞



①は｢彼女は看護婦になりたかった が実際にななれながった ｣という意味を持っている｡

②では､彼女が本当に看護婦になったかどうかは不明｡

注 構文を分詞構文にする場合、 を 意味上の 主語に見立てて、

分詞の前に置くわけだが、これも準動詞すべてに共通するルール。つまり、

構文を不定詞で書き換える場合も、 は不定詞の意味上の主語に見立

てられ、

名詞

という形になる。動名詞で書き換える場合でも

名詞

と、 は動名詞の直前 つまり意味上の主語を置く位置 に置かれる。

－５０－

準動詞⑶ 分詞


